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研究成果の概要：第 1 次世界大戦、ロシア革命、1930 年代の世界恐慌、ファシズム、ニュー・

ディール、福祉国家の誕生といった 20 世紀前半の激動の時代を＜大転換＞と名づけたハンガ

リー系の社会科学者カール・ポランニー（Karl Polanyi；1886－1964）の思想は、これまで経

済人類学者や市場原理主義批判者として部分的に受容されてきた。本研究では、21 世紀の新し

い国際的なポランニーの研究動向を踏まえながら、主著『大転換』の思想的起源やその後の展

開を辿り、人間の自由と社会の現実、経済と社会、といった対極的な＜ポランニー的思考＞の

把握に努めた。 
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１．研究開始当初の背景 

ポランニーの主著『大転換』は、二重運動
や擬制商品についての概念が登場する第 6章
のみが読まれ、全体としてどのような主題が
構成されているのか、十分に読まれることが
ない、という特徴を持っている。また、『大
転換』後のポランニーが何を追究したか、彼
は経済人類学者になって現代社会から古代
の経済制度に関心を移したのか、研究史上、
明らかにしなければならない論点があった。
また、『大転換』の思想的な源泉を探るため

の資料の刊行の企画が 2002 年以降相次いで
ヨーロッパで始まったために、そうした研究
資料の新しい環境に対応する必要があった。 
 
２．研究の目的 
研究の目的は、＜経済を社会に埋め込むこと
によって、自由、産業文明、権力を和解させ
る＞（ソマーズ）という＜ポランニーの包括
的なプロジェクト＞を、思想史的に掘り起こ
すことである。ポランニーにとって自由はど
のような概念か。「社会の現実」という概念
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は、自由と対立しながら関連するキーワード
であるが、それは権力や産業文明といかに関
連しているか。こうしたテーマを探ることが、
研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
  

研究の全期間を通じて、１）ドイツ語版の
ポランニー未収録著作集の検討を通じて『大
転換』の思想的な源泉を辿ることによって、
および２）『大転換』後（第 2 次世界大戦後）
の論文、とりわけ遺稿集『人間の経済』にお
いてそれらがどのように提起されるように
なったか、ポランニーをとりまく知的背景や
彼の思想の一貫性と用語方法の変化につい
て、綿密に検討を行った。従来の訳語―たと
えば Substantiveが実在＝実体と訳されてい
る―にみられるように、日本におけるポラン
ニー研究は、国際的なポランニー研究の動向
を反映したものになっていない点に十分に
留意し、取り組んだ。収録されていない関連
資料は、モントリオールのカール・ポランニ
ー政治経済学研究所所蔵のアーカイブを参
照した。 
 
４．研究成果 

平成 18 年度は、ポランニーの母国ハンガ
リーのブダペストと、ポランニーとドラッカ
ーが青年期の思想形成時に過ごしたウィー
ンを訪ねた。ウィーンでは、ノイラート、ミ
ーゼス、ポランニーに連なる社会主義経済論
争の舞台となったウィーン学団などの当時
の思想的背景を調査した。そして、1920 年
代の社会主義ウィーンの住宅政策からジュ
ネーブが先導する通貨政策への転換という
ポランニーの『大転換』の思想的起源のひと
つをここに確認した。ブダペストでは中欧大
学（Central European University）を訪
ね、非英語圏を代表するポランニー研究者で
あるリトバーンの最新の研究書『20 世紀の預
言者、オスカール・ヤーシ』を入手した。若
き日のポランニーが秘書を務めた自由主義
活動家ヤーシとの生涯に渡る思想交流を資
料的に開拓する可能性が拓けた。また、社会
に経済を埋め込む方法としての「倫理」とい
う塩野谷祐一氏の経済社会学方法論を学び
ながら、ポランニーにおける文化と福祉の概
念について調査し、論文を執筆した（「ポラ
ンニー：社会の自己防衛から福祉国家の哲学
へ」小峯敦編『福祉の経済思想家たち』ナカ
ニシヤ出版）。 

平成 19 年度は、経済人類学的な書物とし
て読まれてきたポランニーの遺稿集『人間の
経済』を、思想史として新たに読み解く可能
性を提起し、検討してきた。『人間の経済』
の第三部「古代ギリシアにおける交易・市
場・貨幣」と編集されたポランニーの古代ギ
リシア論を解読し、<市場の位置を理解する

ことはポリスを理解することにほかならな
い＞という命題の意味を探った。こうした解
読の仮説を裏付けつつ、平成 19 年 9 月～11
月は、上智大学大学院セミナーでのポランニ
ーの社会哲学についての研究報告(11 月 26
日)を行い、リサーチ・ペーパー（12 月）を
作成した。平成 20 年 1 月から 3 月にかけて
は経済学史学会若手育成国際セミナーでの
ポランニーの研究報告(一橋大学 3 月 17 日)
に向けて英語報告の準備に取り組みながら、
20 年 5 月に愛媛大学で開催される第 72 回経
済学史学会全国大会用の報告論文「ポランニ
ーにおける『経済と社会』」を執筆した(3 月
15 日提出)。この春の作業をもとに、平成20
年 4 月 30 日に、経済学史学会若手育成国際
セミナーでのコメントにしたがって書き直
し、英文訂正を行い、英語論文の改訂ヴァー
ジョンを完成させた（経済学史学会 Lecture 
Note vol.1）。 

平成 20 年度は、第 1 に、『大転換』後
のポランニーが晩年まで追及した＜経
済と社会＞というテーマ、それを追求す
るための＜社会における経済の位置＞
という制度主義的方法について検討を
行った。経済学者であるロビンズやナイ
トも関与した、英米におけるウェーバー
受容とポランニーの接点がこの晩年の
ポランニーの研究計画において重要で
あることを提起した研究報告を内外の
学会で示した（経済学史学会第 72 回全国大
会、開催地：愛媛大学、第 11 回カール・ポ
ランニー国際会議、開催地：モントリオール）。
晩年のポランニーの研究業績が経済人
類学の専門分野に狭く位置づけられて
きた経緯をこの観点から相対化した本
研究成果報告は、ポランニー国際会議に
おいて盛況な議論と好意的な反応を獲
得した。ポランニー国際会議報告原稿を
改 訂 し 、 経済学史学会 Lecture  Note 
vol.1 掲載原稿と差し替えを依頼した。 

第 2 に、イタリア、ドイツ、フランス
の研究者らによって近年相次いで刊行
された、カール・ポランニーの未収録著
作集を検討し、とりわけ 1927 年の自由
論と 1930 年代から鋭く展開された民主
主義論の解読を集中的に行なった。その
研究成果として、千葉大 COE プログラム
（労働と公共性部門）の研究会での報告およ
び論文を執筆した（「カール・ポランニーに
おける市場社会と民主主義」、安孫子誠男・
水島治郎編著『労働―公共性と労働-福祉ネク
サス』勁草書房、2009 年 9 月公刊予定）。ま
た、イタリア経済思想史学会若手育成＝国際
交流プログラムに参加し、本研究課題を単行
本にまとめるための準備の一環として、「な
ぜポランニーは経済思想史において読まれ
なかったか?」という報告を行い日本における



 

 

ポランニー受容の課題などを提起し、ポラン
ニーを思想史研究に組み入れることの工夫
などについて有益な助言を得た。 
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